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社会学かう見る母親・家族



家族とは，子育てとは

「戦後；！h長jをf近代家紋Jと
位置づけ臨す

E家族への視点
本取の課題は，社会学の観点から現代日本の＊bxにおけるり純とその子
育てのあり方について翁ずることだが， 実はこの作業lよそう附＇~－なことで

はない．対象となる家族と£＜＇！＇..！：のあり方が多機化し，その必然として ，子

どものnて方もまた多織にならざるを仰ないからである目もちろん，家族
の尖悠がどうであれ，特定の理念のもとに育児や友j立以・rrのあるべき方向
を iii'.示することは可能であるし . ~際に試みられでもきた．

例えば，駿後日本の家族を);tf&I.とする社会ザ：の研究史をひもとくと，一

定のl!IH型的な家肢が実際にある家族に先んじて，；＼［＇.）~され，それを尺度に

尖態を批判的に分析する，という研究が扱み!Ii:ねられてきたことが理解で

きる その代表が， 戦前の家長を中心とする「家制度jを~，，民主的であると

待先し，愛情によって結びついた一刻lの男女と百十凶的にpf,_み1fてる子ども

からなる家族を理想とする研究である

そこでは父親は被雇m者（サラリーマン）として家紋の生計を伺う仕事に
つき．母親は家事・育児に専従し，生まれてきた子どもにより民く，より

高度な学校教育を受けさせることが期待された．この京ht形態は．成只l揮

J戊の特徴から「4実家族jと定義され，家族史においては「戦後京h~J と位tnづ

けられ，その名祢が象徴するように． 日本の甲~1去のゐるPHU！.多欽派を占

めることになる．理：旬、との対比で現状のJlilA'l!.＇：.（を折摘し ．その解決方法を

ll€1J（することによって理想の現実化を場こうとする家紋研究の理念と方法

IJ: ， その意味で一定の役＼1;11 を .!l~たしたといえよう

だが， 近年． 「戦後家h~Jを「近代家紋jとして似tnづけ 11'1：し． 担）£（の性差

による役割分担や磁場．保育絡d，学校，j也成社会などの米政外の市llJ交と

の関係を再検討する研究がi住められるようになった．そのiiiH止には，社会

的文化的に形成される性別（ジェンダー）のJiil:I!!視というJill念の公化があ

る．また災態面においても.~型：＼［＇.と思われた「戦後家政JがIll：代を交代する

11.~JVJ になった時に ． 次の2つの予知iせぬ！日l姐がとt じてさたことがあげられ

る．

その一つは，「戦後家族jのflと誌の両面における縮小．もう一つは，従

米の基準（常議）から外れる形態の家族のil'llJnである.Jl.体的なデータに必

っき与えてみよう．

68 I川社会宇から見る伺句軍政

3世代也情l<I:尖n.割合共に
減少

百 討する一人家族と夫婦だけの家族 一
nノドの家族の状況を知るうえでmいられるデータの一つに， η’L労働＇(j

による問民生活基礎潟査がある． そのliHli即日の「・ド成 1'1 年度；刈 "i'f.結 ·1~の｜斑

変Jを111いて号えてみたい まず，戦後の宗族の；g.:化を｛限OJlナるために！It

1j；＝放と平均llt{i＼＇人民の推移を見ると .llt・:ii放は1953年に1.718万11tmであ

ったのが，2002年には4,600万5千lll:{iiと大0< J怜加lした．だが..,qりIll:
f汗人以は1953年の5.00人から2002ij~ 2. 7•1 人へとほぼ且ド決した . 3.00人以

下とは問問とチどもからなる家族が少欲派になったことをぷEをする．

次に llt~ii位別のI位i減をみると. 1975（昭50）年からの舵移においてlll:・:i7

数 (4船主）と令世僚の中の割合が~~にj曽川lしているのは. r •11.1~： 111:¥ii Jc 599 

万l下→1,080万世帯，18.2→23.5%）とrJ之島1lのみのlll:・:i'iJ (387 Ji 7千一

988万7千H川＼＇，11.8-・21.5%）で，「人税とよ・舶のFのみのlll:・:ilJも．わ

ずかだがl付加傾向にある（138万5千『2811Ji l千llt・ii;',4.2・G.2%).

それにHして，割合のみi威少したのがr；之島1lと.. u~の子のみの 111:-m」であ

る（1,'104万3千→1,495万4千世1ii',112.7→32.5%）.災主主.・m-:r J~に i減少し

たのが「3lit代世T別である（554万8千－460刀3下II問7,16.9→10.0%). 

この間査は世帯7という住居や生計の共有の打無を）.~;w. に. 111..1~赴任 r.·.

遊学中の当日＼社会福祉施設入所者などを除いた挑rrr純であるため，尖I！.＼に
家族と司王泌されている形態とのズレはある．予均llt・:il人欽が2.74という政

他は，「戦後家紋jあるいは「近代家族Jとす1づけられた犬婦と心どもからな
る家政が減少に転じ，一人もしくは夫紛のみの家族がi旬えているζとを示

している ． 加えて，単独ilt'lif と夫紛のみの世俗のj担！Jnはi出荷~cf,·ーのj骨Im と・ド

行している ． ただし，「夫婦と未~の子のみの llt~i7Jは偶成割合は淀少だが

i止者7故IJ:微i竹している．なぜだろうか．

18段以下の「児童のいる世帯Jは197511'・に1,742万7千i止併であったのが，

2002年には1,279万7千世潟に減っている．令lll:・;i;＇の巾で占める古 lj合b

197511：の53.0%から2002年の27.8%へと'I'・滅．さらに「夫婦と米~Iiの 1・ーの

みのl止mJをみると，児童のいるlltji＼＇の， ，，でのHltri反対合は減少していない

が，｜止悦数I立 1,120万8千i!Hi7から 863万 l 刊lt~i7へと 2;1;1］以卜·.i~＇l少．先に

見たrJミ品1l と米~Iiの子のみのi止1iiJの tll:1ii欽のJ!?lmは． 成人後も ,f~Aliのまま

税と同居する子どものm加の反映であろう ． パラ ~1 イト（1!!'11:!.lt ）と l耶船、さ

れる現象と関わる数値でもある．この怠味は後に占じる．

I減少する子どものいる家族
もう一つ近年の家族の縮小の特徴を桁摘したい.~巴lli:のイi ！僚に加え~＼.！ qi:

fJ.のlit成割合の年次lft移を示した図4-1をみてほしい．子どものいる！It

術が1975(Dll50）年の53.0%から2002（平14）年の27.8%へと半減するのと

ほぼ同じ割合で，子ども1人.2人， 3人以上の｜止・・:iiが減っている．これは

近年f少子ftJの言策とともにf立供される子どものi成少とIよ.－（－どものいる

1聞とlit.f丙てとIJI 69 



個々 の家mi:で．子どもの数は
減っていない
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｜・ l入国日人口 3人以よ口児魁のいない也怖 ｜

出所 f平成14年国民生活＆！CllJ!liliの厩況J(照生91働面市ームベージ）による

図4-1 児琵有（児童~）無別にみた世俗数の摘nUllJ合の年次i陸移
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注 I 仕事再縄平民を除く
2 希望平U帯に13過当院をきむ

出所 f早ぽ14毎回民主活~1:1111面のIL~JC厚E労働面m-i..ベージ｝による

図4-2 20～59歳「配偶者あり ・同居児ありJ女性の仕事の有無とまu距希望の状況

家族の減少ではあっても ， 例々の家政のrf • の子どもの数がi成ったわけでは

ないことを示す数仰の変化である．各111：奇；の子ども数に大きな変化がない

ということは，先に見た児童のいる枇結の中の「夫~l と米燃の子のみの｜止

若干jの！構成割合が減っていないことと合わせて．子どものいる家肢の税子

関係という質の而での変化がないことを示唆するのであろうか．その答え

を女性の就業状況を示す図4-2から考えてみよう

II 増加する働く女性
まず図4-2から，f配偶者 ・肉l国児ありJの女性の就業状況をみてみよ

7o I 制章社会学から見奇聞’b~

どの年院階層でも女性の釆妨
率が上昇
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出所 「平庇14毎回民生活島健!l'IITの慣況J（厚豊労働宙ホームベージ｝による

図4-3 20～59織の「配偶者あり ・同鹿児ありj女性の「f士取を探していない理由j
（復数回答）の構成割合

う..!.i:i"'lの「配偶者あり .fiill百児ありjで「仕事ありJの人の総欽は51.5%
で，l誌も低い20～241.誕でも25.1%，すなわち4人に1入がf配偶者・同居

児・仕事ありJである 就聡：希望者をJmえるとどの年代も多数派である．
他方，図4-3をみると「仕事を探していないJiil由Jは20～24殺の場合i;J:
「育児のためJが圧倒的だが年障者とともに下がり，40歳代で「適当な仕事

がないJとクロスする．このことは少なくとも乳幼児期は母親がw従で育
てるという育児方法が来い世代に受け継がれていることを示しているよう

にみえる しかし．ことはそう単純ではない．

図4ー41土， 函勢調査による女性の年前別未t持率の推移である． これに

よると ， どの年紛階級も ;.j;－~·容が上昇している 特に2000年では20～24

践の87.9%が未k持者である‘国勢調査と国民生活基鈴調査では調査方法が

nなるため単純に比較できないが， 図4ー1で確認した20～24歳の「配偶
者あり ・同氏児ありjの女性は，同年代の中では非常に少数派であること

は1111泣いない.25～29歳も 54.0%が未QI}ということは，やはり働いてい

る女性が多数派であり，30歳代以降の「仕事ありJのj告加を加味すれば
どの年防防級もイi：事を持つ女性が多数派とみなすことができる．

ロ・い換えれば，rt児のために仕事につかない女性はいずれの年代でも少

数派になる．育児を理由に仕事をやめることは同じでも，多数派が子育て

に専従する場合と多数派が仕事をしている場合では，:ff:味はまったく異な

ってくる．このことは育児のみに専心するf}:殺をとりまく子育ての社会的

条f'I:ーが大きく変化し，両親ともに就労する家族のあり方を考慮しない限り，

今を生きる税と子の実態から離れたものにならざるを得ないことを示唆し

ている

l鵬とは子育てとは I71 
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止旦」
年齢開l未婚：寧の舷lJをみると．男性．女性とbに飽和白年It以降未婚事IJ'l曽却しており.2!lX)£手にお17る
「25～29緑Jの立怜の禾婚!Vl~5f1を錯しました

出所 f平成14年 国民生活箆L:l悶置の領；兄J(I軍生労働省司、ームページ｝による

図4 4 年齢別禾婿率のi量移

E孤立する子育て
子どものいる家鋲の減少で母 先に指摘したFどものいる家族の減少肉体がもたらす変化についても硲
子力澗立化 認しておきたい. ｛－どものいる家践が1975年の53.0%から2002年の

27.8%へと半減したということは. 'fJI.子共にffて ， nちあうやl• llll を得る機

会が半減する可能性がある．子どもを持つ家族が多数派であれば．子ども

は自ずと多微な人11111関係の，，，で＇Uまれ. fTJ;f見も'(f児のモデルを身近に得る

ことができる だが，少数派になるということはいずれの機会も少なくな

るということである．このような公化を考［Ii¥せずに性別役割分業を前提と

した ffj役抑l を ~9l 1'Aすればどうなるか。~子双方の孤立 ftを助lミしないか．

どこの家にも子どもがいたH幸代とそうでないII判tでlよ，父も合めた親の役

;lpJが災なるとみなすのが!'I然ではないか．

・J.i!:I立多数派を，1；めたととらえられていた「戦後家族｜：が｜止代をillねる

とともに紛小 していること，すなわら「少了・化Jという現実を符定するこ

とはできない.iR'l'.!なのは「少子社会jに生を得た子どもたちの今と米＊

である．

そこで． 当初はl~l惣とされながら ． 今日 f近代家族Jとして11:1rn視され

る「職後家紋jの変遷過れを，改めて「少子化」に焦点をしぼってllnぃ直す

ことから．今とぷ米を生きる子どもたちにとって，どのような税のありブi

が求められるかをザ祭したい．

7ク ｜制窟社会学から見る＠旬・霞Ii

進行する少子化と家族の変容

合計特殊出生率が1.32に

少子化の当事者は総か

目 止まうない少子化

2003年6J1sn1れナ発表のf平成1411'人口動態統，.，.刀lfl11＇訂（慨欽）の慨

況Jによると.20021［：の合；ij・

Fども数のτF均官Ii}がこれまでの耳2低1向であつた前f下の1.33より低い1.32,
11\11＇.数も由~（ほの約 1 1 5万人であつた（図4-5) . ~.＼＇に 11'.1工事は 2002if.に改定

されたばかりの将米J佐川人口予測値をいくも下回り，そのJJ:はE点を発表翠
nの紛干lj1¥-紙l.t次のよ うな見／！＇， しでff(j{iした．

①mtむ少f化.ll.tL－る改帯・J.r年金・I且制．妙下なし.11＼生'l！向後ffi(,'N市ま
りJ(日本経済新聞）

.21 fill'まないパプルlltfl:.私係5年未満． f)E ｛－ども放2人前れJ.rn児・教育

授のttJnJJ'(<J . 「晩~Jmi主． 交際1.t rrn化J （籾n 祈開）

③ rm生中買を低．政1(1子怨組す少（－ 1ヒ傾Ii•!. f£める社会jへ較検をJ<lh＇.：析間｝

①の円本経済新lllliま．経済＇.＇II”l紙らしく，年金lよ世代[ll]j主査E，削，ljは所
得税を代fl:.に1IH~税小心という n本のllf政や社会保降のJ，~絵の泊Pillを危倶

する内作となっている ． ②のl~J 日新 flll は ， 80年代のパブJレj切に＼＇r作時代

を過ごした，子どもをPf. まない（illiみたくない）、·~ 'l~者の’J~Wにt主日し，少

r-11；の広〔肉がI！免~IHヒlニ IJllえてfi'i41H去の 111也市低下にまでjlf.行していること

を指摘している ③の説先制ifllllま＇ 2.56人というI型恕のrども敏は25年
1iifから阿木市であることを附まえ「子ともが欲しく てもf-'Eめないj社会の

llll J.'il と文｛息地z~のJUl泌を指摘している ．

これらのtlliliは少子化が例hの；~！，（の巡択を組えた lllrt. fl児JUIにある

世代金体に関係する)Ji.~であり ， 日本 I.I：会全体にぷせられた！日Hillであるこ

とを指術しているといえる．このような似点は，1989年の「J.57ショックJ

以米，少7・ftがfill姐悦され始めた頃の，i命iillが． Fどもをff.まない女性の問

組に集中しがらであったこととjヒ牧すれば~·J＇仰すべき ものといえる ．

だが「少 F化jという現実が問いかけるみ~はより深刻である ． l二どもを

4,yたない＇＇i'Jf .｝｝·のヲJr·怖を Ill! うのであれば， その他m~ねにまで遡って倹討

すべきである．また克服の)jj金を求めるなら．円＊の干I.会令l主を!JJ女が共

に働くことをJiift•tとするシステムに改制する戦時を追求しなければならな

い．そのJlllitiは.r少子化jの・1¥'Jl名・こそ，rilI!!目で紹介した「戦後家政Jが

一般化した後に1:.まれffった男kだからである．そのi庄らi皮kらが自分の

2 '4ilV る少干ftと曾！＼の：；：：~I 73 



問題の観点からも，母体保護の意図も重ねて推進された．それは母親とな

る女性にとって，子どもは授かったままではなく 2人か3人を超えて産む

ことを制限されることでもある．その社会的意味は後に考察するが，この

戦後初期の少産化の過程は現在の少子化と異なり，人口政策の成功例とし

て称賛されたことを指摘しておきたい．

ところが1980年代に入るころから再び合計特殊出生率が下がり始め，

2002年は1.32へと人口置換値を大きく割り込み，出生数も 120万以下とな

った．団塊の世代の半分以下，団塊ジュニアの6割弱である.2002年に発

表された将来推計予測では，そのまた半分の67万人にまで減少するとさ

れている．前提の出生率の予測値がわずか2年で下回ったため，減少幅は

より大きくなる可能性が高い．少子化が回の基盤をゆるがす問題とされる

理由である．

出生数が120万以下に
合
針
特
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出
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園少産化と少子化の間にあるもの
90年代に入つての合計特殊出生率低下に対して，当初．一人っ子の時

代到来と騒がれたが，それが間違いであることはすでに述べた．先の新聞

見出しゃ年齢別未婚率の上昇が示すように，少子化の原因は晩婚化である．

日本は結婚しなければ子どもを産まない社会だからである．同時に，少産

化が進行した時期を境に．結婚すれば子ども2人という社会になった．。

または2，これが少子化のラベルとともに知られるようになった近年の出

生率低下の実体である．ただし，この結婚すれば子ども2人という前提す

ら崩れつつあることは先の記事が示すところだが， 80年代から90年代に

かけての少子化の特徴が変わるわけではない．

ところで少産化が定着した1960年生まれの人も 2000年で40歳を迎え

た．現在の少子化を進行させる親にあたる（なるべき）人たちこそ，模範的

な人口政策・の成功例と評価されるこ人っ子時代に日本社会が変わった（変

えた）後に生まれ育った人たちである．これらの男女を同ーの社会的経験

を共有する人口の閉まり（人口コウホート）として仮に「少産世代jと名付け，

現在の子どもたちを「少子世代jと名付けるなら，少子世代の親とは，自ら

もまた子どもが少なくなった家肢の中で生まれ育った男女である．その意

味で，少子世代の親のあり方を問うためには，少産世代全体の自己認定

（アイデンテイティ）の形成過程の特徴を問う必要がある．

その理由は，第1に少産世代は「少なく産んでよく育てる」という言葉に

象徴されるように，敗戦国を眠らせ，女性（婦人）問題の解消を目指す人た

ちからも支持されることで，積極的に専業主婦を選んだ女性に育てられた

男女であった．生活費を稼ぐことを役割と信じて働き続けた父親のもとで

育った男女でもある．それがなぜ，国を危うくするとまでいわれる少子化

の当事者になったのか．その理由を解明しない限り，性別役割分業を前提

とした母親中心の育児を強調することは，再び新たな意図せざる結果を生

むことになるであろう．

少子化の原因I~暁鰭化

Eコ出生数

合計特殊
出生率

家族を作る段階になった時に戸惑ったのが，現在の少子化の直接的な原因

と位置づけられる．もし少子化を克服すべき課題とするなら，彼ら彼女ら

を産み育てた性別役割分業に基づく社会制度全体を問題視しなければなら

ない．その必然として，母親を中心とする育児のあり方もまた問い直され

なければならない．

0 

14 回 2
平成（年）

田

図4-5 出生数および合計特殊出生率の年次推移

40 30 

0 

22 ・
昭和（年｝
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専灘主婦女性が宵てた人々 が
少子化の当事者に

目二つの少子化
少子化という現象は最近始まったことではない．戦後の子どもの出生数

は第二次大戦後のベビープーマーとして，後に「団塊の世代」と名付けら

れる 1949年生まれの約270万人をピークに，わずか10年で160万人前後ま

で減少したのである（図4-5).

その後，団塊の世代の成長とともに親の数が増え， 1973年には出生数

が209万に増加した．この73年前後に生まれた世代が後に「団塊ジュニア」

と総称され，戦後の人口ピラミッドのニつ目の山を構成する．ただし出生

数は増加したが，合計特殊出生率は人口が再生産されるために必要な2.08

（人口置換値）とほぼ同率で推移する．日本の家族は1960年前後を境に「二

人っ子Jの時代になったわけである．それは「戦後家族jが定着する過程で
もあった．

通常1950年代の子どもの減少は，積極的に減らした意味も含めて「少産

化Jという人口学上の概念で位置づけられる．その背景として，敗戦後の
日本の復興を果たすために，家族計画の名の元に「貧乏人の子沢山Jから
「少なく産んでよく育てる社会jへの転換を目的とする産児制限が，政策

的にも社会的な世論においても推奨されたことがあげられる．女性（婦人）
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解決は社会システム全体の見
直しから

第2にもし/i[J組の似が少illI止代の！＇It二形成i£W~にあるとすれば， その影

包はP.J殺と育児のあり｝Jだけにとどまらない.I世代のIi日組とはJu）年代の列

女の全体の課題に4：るからである．主らにこのlit代をJ恨み了Tてた家政こそ

が戦後日本の経済発展を打！った’主肢の｝！；（！＼~なのである． 約後家族と名づけ

られた家族の向己形成に問題があるとすitlJ.',F!Wとへの公みは経済も含め

た社会システム全体に及ぶ；黒沼としてJ足えなければならないであろう．

1s I削車社会学から悶制啄肱

少子・高学歴化の中の女性の
アイデンティティ

高学歴時代の到来

図I鬼ジュニアの庭生

少i'7lllt1tの「l己形成はそれ以前と比較してどのような特色があるのか．

対照的な円l塊のl世代とlt牧しながら．少il1I化の動機となった「よくnてるJ
という探題の解決を r｛.；，うとIII:.化Jという社会制度として尖現したことから
考叙したい．

E高学歴化の進行を支えたものは
日本の戦後の数行総僚の~1\.ITIIJ: . 議務化された中学校教育の尖税であり．

そのピークが問塊の世代の，，，，昇進学時であった．ところがその後，子ども

数の減少に反比例して1¥'lj，伐進学本が上手lし，70年代半ばには90%ftに注

した ． 日本に~まれnったほほ全ての考がお校に進学する l時代になった．

合計特殊出生率が2.1liif後（図4-5）になり．二人っ子時代が給まる 19(}0年

生まれが15店主にitしたころにお校進学率はピークを迎えた．すなわち，

義務教育終了後刻；駁する人たちがいた団塊の世代と異なり，少産i世代から

誰もがt:iUに進学するH寺代となったさらにその先の学歴も望むようにな

り，この世代から短大をPiむ,k'iとへの進学1容が40%前後に達するようにな

った．

だがその後．出生Z!AIよ「印郷ジュニアJに向かつてふたたびI曽加に転じ，
高校はilli？：本をl'i¥つためにj札没されたが，4年市I）大学は若下の定口ll'!Iこと

どまった．ただし，短大のI併殺は進み，1976年新たに専修 ・専門’下校が

aurnr化された 他Ji ， 高度経済成良時代を絞て日本は~かな社会になり ，

男女・にl則わらずわが子を進学させる余総ができた．その設かな社会をつく

る袈恨の一つが.(H））教育終了者を工均労働者に，高校卒業者を中堅技術省

に．大学卒：￥＇＜者をエリートに，という学歴別の人材配分であ った．産業It

は人間の氏ぷ性ではなく能力を重視する．戦後の工業化（高度成長）は．学

校での成績（本人の努力）で自己の社会的位置を決定できる仕組みの拡大と

ともにi並行した．上位学校への入午可能性がわが子の人生を左右すると多

くの純が」管えるようになった．よくnてるために制限した数の子どもを高
校卒業後も il.t ＇（： させるという t.i'j!:JI.~化を尖攻させ，女子は短期大学とリi子

は4年制l大学という性It（ジェンダー ・トラック）はあるが．短大を含む大

学進学'f!40%.Wf~ ・ 専門学伎を入れれば同年代の6割以上がi!t＇？こを果た

す社会の到来となった

それは．かつては民家の伐となっていた多くの女性が，回？？からII＼て都

市で働くようになった!JJ1生とともに，，1；い「家jのまI；から解l放され．新し
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専熊主錦の誕生 い家族をつくり育てる過程でもあった．男，姑，夫に仕え働き続け，その

合間にしか子どもの世話ができない嫁ではなく，家事・育児を専らにする

主婦が理想とされた．専業主婦の誕生である．サラリーマンの夫の留守を

守り，子どもの未来は自分の責任として引き受けた．暗い不便な土聞の炊

事場ではなく，床続きの明るいキッチンで，急激に普及する家電製品を積

極的に活用し，夫と子どものために家事と育児を高度に実践する専門家が，

主締になる女性の理想像となった．

だが，いかに親の愛が深くとも，それが子どもにプラスになるかどうか

は別問題である．高校は全入に近くとも，その上の大学の定員が一定なら．

進学への夢は競争の激化として男女を問わず子どもに迫る．原則として学

校の成績（試験の評価）に性差は考慮されない．このことは女性の進学に関

してプラスに機能した．短大というバイパスを含めてだが，女性の進学率

は80年代半ばに男子を上回った．

園変化する女性のアイデンティティ
自己実現を追求し始めた女性 少産世代から始まった女性の高学歴化は何をもたらしたのだろうか．そ

たち れは一口でいえば性差ではなく自分の能力で自己の位置を決定すること

を自己形成の中核に位置づけさせたことである．その先には自己実現を最

上位とする生き方が待っている．工業化（労働集約型）から情報化（知識集

約型）の段階に入った1980年代の日本社会がさらに，その実現の場を用意

した．経済の拡大とサービス化が生み出す新たな職場が男女雇用機会均等

法の後押しもあって，多くの女性に仕事の面白さと自由な時間と友人と金

銭を得る喜びを味わう場となったからである．

だがそれは自分が育つ過程で母親になる準備をする機会を失うことでも

あった．専業主婦として自分を育ててくれた母に感謝はするものの， 30

歳代後半には母親の役割を終わり，新たな人生に戸惑う母の姿をみること

でもあった．子育て後に再び職場に戻ろうとする時の壁の厚さと結婚・出

産・退職によって失う世界の大きさを知ることでもあった．専業主綿が理

想とされる時代の終駕の鍵は，専業主婦に育てられた娘によって聞けられ

たわけである．

すなわち，二人っ子として学校中心に育つ過程には，自分の親以外に身

近に子どもを育てる女性の役割を経験する機会は少ない．観念の世界で理

想的な親を描けても，子育ての喜びと理不尽きの感覚の学習はできない．

何よりも，成績を典型とする中心に学校が要求する自己実現の価値のヒエ

ラルキー（自分が努力した結果は自分に返ってくる）の中に，他者（子ども

や夫）の成長（昇進）に自己実現の成果を委ねる生き方は入っていない．す

なわち，専業主婦の母のもとで学校中心に「二人っ子Jとして育った女性
には，アイデンテイファイ（自己認定）の対象に，母として生きる自己像を

専祭主銅の剛志モデルと怒ら 定位する機会を得ないまま成人せざるを得なかった．母親像は職業人とし

恕い ての自分と並んで自己のアイデンテイティを構成する選択可能な観念のー
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つ以上のものではなく，最も身近なモデルである自分の母親の姿から，母

として生きるのみでは自己の人生が終わらない現実をリアルにつきつけら

れてしまう．

ちなみに，団塊の世代の大学進学率は男子で20～25%，女子は10～

15%である．その親は工業化が進む前の日本で生まれ育った人たちで，

専業主婦は少数派であった．ところがその団塊の世代もまた，高学歴・少

子時代真只中の家族づくりを強いられたのだが，少産と団塊，母として生

きるうえでの相違は何か．この点から，少産世代の課題を浮き彫りにした
、、

国団塊の世代と少産世代の遣いは

1 復興途上の時代

団塊の世代が生まれた日本社会は復興途上の時代だった．父母ともに親

世代は子どもの食の獲得のために働き続けた．母親の専業主婦一般化は高

度経済成長が軌道にのる 1960年前後である．団塊の世代が小学校高学年

から中学生であったころ，戦後家族は未来のモデルではあっても，現実で

はなかった．それどころか親の世代は戦前育ちで，性別役割分業以前の家

父長制を体現し，家族の中心は家長である父親にあった．長男以外は家を

出て，女性は嫁に行くことが当たり前の時代で，理不尽きも含めた強き父

と苦労する母を身近に感じて育った最後の世代である．

だが，親の世代と異なり，小，中．高．大という学校の階段が社会の階

段を登ることにつながると信じられた世代でもある．貧しい農業社会から

豊かな工業社会に日本が転換する過程を自己形成と重ねられたからであ

る．だがそれはあくまで男性の側の話である．女性の事情は違う．家族の

多さと電化以前の家事は娘の手を必要とした．学校の宿題を心配しながら

兄弟姉妹に加えて，おじ，おぱや隣近所の子どもの面倒も見させられた最

後の世代でもある．彼女たちは学校が教える男女平等への夢を内在化しつ

つも，母として生きる心情と技能を身に付けさせられた．

そして団塊の世代は経済成長の成果が顕著になった 1970年代に家族を

形成した．世論は平等な男女の恋愛で結ぼれたニューファミリーと持ち上

げたが，実態は性別役割分業が根づいていた．専業主婦率が最も高い世代

となる．学校の成績をパネに専門職を得た女性も，仕事より母役割を自ら

の意思で放棄することの方がアイデンティティをゆるがす問題になる．親

の世代と異なっていたのは家の嫁になることは拒否し，仲間との子育てを

試みたことである．団塊ジュニアの母たちは先輩，後輩に恵まれ，自分た

ちのネットワークを~~自につくることカfできた．

:2：少産世代の女性の時代背景は
少産世代の女性の事情はどうであろうか．誰もが仕事に自己実現を求め
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専築主婦世代と団l鬼世代その
ジュニア世代のゆらぎはまだ
少ない

t高知し広い選択E査

ることが可能になった世代だから こ そ， その•I•でw業」.＇.~1l を巡択した＂！；：性

に失敗は許されないともいえる．｛上’Jiにはマニュアルと教えてくれる先設

がいたが．子育てはどうか．団総のIIそ代がn分のf1児；1.mで.1郡甲ーなく結ぶ
ことができたネットワークは，少産tit代には支Vlifiir}Jとして立図的にfillら

れる対象になる．おまけに二人つ子Lとして大事にnてられたためにコミュ
ニケーション能力が成長しておらず．「公団デピューjと郷徐されるように

仲間lづくりにすら7ニュアルが必獲になる．

腹案社会においては，r-nてに専念するほ税Ii!I± :tcfl:.のn己1量（アイデ
ンティティ）の理想であっても現；たではなかった．それを実現したのが高

度経済成長とともに一般化した専業主財だが，その7・i'fて後の人生のアイ

デンティティはゆらぎに満ちていたことはすでに）£ペた．この女性たちが

1980年代の日本型生涯学習の成立を担ったといえる その窓I~（で， 後11~

の阿波の世代や偵の少産世代の百円！日がどうであれ， ~If）佐l二Mil と してのア イ

デンテイティを保ち続け， 1rJG1il1から引き制：ぐリJt'l:f愛他社会における「！；：ら

しさ」を疑わずにきた1U:後の！If：代ともいえる．

後殺の団沈の世代の女性はどうか.ttしさとセットになった多産世代の
以後として， 人をil€み育てることを人lj：の『I•伐に伺えることはできた． だ

がそれだけではアイデンティティを維持できないことを知lり.f!J:役割以外

の人生をパートや社会的活動に求めていった．ただし先援と!fi..なり．家の

， ，，の諸’~と家の外の仕事や活動をはかりにかけて，夫とも1・f等に}lljの人生

をI貸出するパワーも持っている．

少産世代は，母親となるというアイデンティティ自体を巡択の対象とし，

史上初めて結絡しない選択肢を手に入れた．ただし，それは先鋭や殺の世

代よりも，そして何よりも仕事を続ける阿世代の!J:tlよりも＇ /1J:を選択し

た~·に対し， 仕事以上に育児に自分の努力のJ此処を；Jとめることをアイデン

ティティの中に羨し込ませることでもあった． だがI~ 己と%ーなる存在をn

む作業になじんだことがないため， よきI辛であろうとすればするほど，窓

のままにならないわが子を前に不安と不満が，·.~； まる 目 その よ うな予知l しな

い感情が現れること自体が新たな不安と不i向をl功J.$；する．その結果．よき

！なと しての責任を果たせない（成採を示せない） i'I 己への蛾恐I~とあせり

は．臼己の内而においても ， 外（~~な 社会的条｛＇＂

外の量t択肢がE干されなかつた先z位たちよりも’はるかに深いものにならざ
るを得ないのではないか．

so I ir.4，恰？から見る酬 軍依

少子社会の家族と子育ての条件

4人以上きょうだいのいた図
mの世代

目 近所に友達がいなくなる

人口千人当りの年｜！日出生数を示す将jiJj出生率の交化を見ると.111塊のlit

ftが約34人に対して少Ni世代と団総ジュニアは約17人から19人と’｜主減ず

る．かつて，どこの家にも4人から5人の子どもがいたのが＇2人になっ

たことを反映する数値である.fl-ii i·特殊，＇IEl'. 'f と阿保に ~~·i曲目＼ 11=. 't：は少Nl

｜世代から間流ジュニアの[II）で大きな変化はない だがその後のfl~ ドのj克介

いは合日！？、ト殊II\生本よ り大さく ， 2002年は約9人と （ I~ぴ’I＇·滅する . fl!Ui. 

*ii Al~ したら子ども 2人という傾向はつい位i止まで変化していないことか

ら．近年の少｛－ftは家族のrt1の子どもの減少ではなく．チどものいる－｝（h)i

自体の減少として鈍えなければならない．

!.ii l il1iで．この30年近〈．各111:'.iiのrども政に変化はないが＇ ll!:{if全体
の中での割合lま半減したと述べたが．そのこととif¥ねて考えてほしい．

きょうだいが平均4人以上いた印沈の世代は，自分とliii.双方の兄必的

妹との関係を通じて多様な年代の男女と交わることができた．生if;の鑓の

ために働〈肉親にかわり，先税，f長m.1•1'1111が自己形成のエーシェ ントに

なっていた． その後fl1の少産 11上代や日WI!ジュニアでは兄弟島Ii~：：か2人にな

り.YUF-船と交わる俊会lま失ったが．何年曲f,のi詮ぴ友illを近所で見つける

こ とはできた． 新たな自分に~朔するモデJレとなる光被や「！分のl戊院をf'J£

認できる後椛は得られなくとも，現状を迫認してくれるfljilllllよいた だが

少子世代となると，rJiti'llま:ililう．子どものいる家族「l体の減少で，l'Iしよfi"(i:

il2.の絞となる JTIJ1t~紛の友をもつことができない ・主の＇I＇でゲームでしかili

ぱなくなったといわれるが，外で遊ぼうにも，fどもが歩いていかれる舵

m1に一緒に遊ぶf1l1lllJがいないわけである．

E育児不安を生み出す
子どもの世界の変化は，そのまま専業主ωとして子育てをする防波の現
実とIii:なる．自分を映してくれる鏡となる他者・を見いだせないのはほ視の

方ではないか．それを象徴する万葉を2つ紹介したい

「トイレに一人で行きたい」

「まともなn本，；rtを，dしたいJ

ともに子nてnっ殺111の母親の11：！誌である この意味がJll!~lできる｝j lよ

A 少T社会の献とヲ膏ての墨件 Is1 



閉ざされた空間で母と子のみ
で過ごす

社会的条件から理解を

現在の育児不安の基盤を知る人である．だが嫁という立場に耐えなければ

ならなかった世代には理解しにくい悩みであろう．多世代家族に嫁いだ女

性にとって，なさぬ仲の家族との札傑を支えてくれたのは唯一の肉親であ

る我が子との語らいではなかったか．たとえ核家族でも， 1960年代まで

の地域社会では地縁，血縁で結ぼれた隣近所とのつきあいが良くも悪くも

漉厚であった．買いだめ可能な大型店舗と大型冷蔵庫がなかった生活では．

毎日の買い物で大人の言葉による対応が求められた．

また，フローリングの居間の延長にあって，マットを敷いた洋式の水洗

トイレだからこそ子どもは入ってくる．子どもは家の端（外）にある暗く寒

い和式の便所では怖くて近づけない．

現代はどうか．新婚の若い男女にとってセキュリティシステムに保護さ

れた最新の高層住宅はまさにスイートホームといえる．だが子どもができ

たとたんに，そこは未経験な一組の親子が孤立する閉ざされた世界に変わ

る．それでも夫が子育てに参加するのであれば癒されよう．だが，妻を母

親の延長にしかみなさない夫には不平と不満は増幅するしかない．より悲

劇的なのは，そのような感情が生じること自体が未経験な男女にとって，

相手の前に自分を説明する言葉を見いだせず戸惑ってしまうことである．

その結果，片や子育て，片や仕事に疲れ，互いに相手に癒されることを求

める未経験な親では，育児不安だけでなく児童虐待への道へと続いてしま

う可能性もある．

もう一つ母親の言葉を紹介したい．

「ストローで飲めないのですJ

初めての子どもが1歳になった母親の言葉である．わずかでも育児の経

験があーれば笑ってすませる悩みだが，初めての子どもをただ一人で育てる

母親にとっては子どもがなにかできないことは悩みとなる．父親が参加す

ればどうか．姿以上に未経験だと，共におろおろして悩みを増幅させる可

能性もある．逆にこんな小さなことになぜ悩むのかという何気ない言葉を

言われれば，育児不安に母親が追い込まれることもありうる．現在の育

児不安のj原は当事者の個人的事情ではなく．より広い社会的条件から理解

しなければならないことをあらわす例である．そして，不安に陥る条件が

親になった人だけでなく少産世代に共有されているものだとすれば，その

問題もまた広く深いものになる．

目上昇する未婚率

1 少子化の要因は女性の晩婚化ではない

図4-6は国勢調査による30歳代と40歳代の未婚率の全国平均と東京都

の推移を男女別に5歳段階で対比したものである．少子化は出生率と関わ

82 j第4fl社会学から見る母親家銭
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図4-6 男女別年齢階級別未婚率の推移（全固と東京都）

って女性の晩婚化が論議されやすいが，図が示すように未婚率は男性が

10ポイント前後高い．特に東京は高く， 2000年では30歳代後半の男性の

3人に1人は未婚．しかも過去3固との比較から確実に上昇している．こ

れに離婚と死別を加えれば，単身の男性は一定の社会的位置を占める割合

に達しつつある．東京の例はまた全国の中心都市の傾向でもある．少子化

の原因となった晩婚化は確実に未婚率，それも男性の側の生j医未婚率の上

昇と結びついている．

農村部における嫁不足がマスコミに取り上げられて久しい．だが，都市

部の未婚男性の場合はどうだろうか．もちろん，結婚するかどうかは個人

の判断であり，未婚率の上昇を問題と決め付けることはできない．だが

それなら高齢化率の上昇をことさら報道することもやめるべきである．ま

して，ム·t~I：の側のみに晩婚化の要因を詮索することを慎むべきである．な

によりも，農村部と比較にならない数の都市部独身男性の課題を無視する

4 少子社会の鰍と子育ての条件 j83 



男女ともに専銀主婦が必要な
社会？

ことは，今日の日本社会全体の課題としてとらえなければならない問題を

無視することになる．

2 機能不全になった社会制度と慣習

繰り返すが当事者である個々の未婚者を問題視するのではない．人の生

き方は多様であるべきである．だが社会の制度がそのような生き方に対応

したものでないとしたらどうなるか．子どもを2人にして．男女共に変わ

りなく高学歴に育て，共に働く社会を準備するのであれば子育ての仕組み

もまた共同参画型の制度に転換しなければならない．その改編は少産世代

の誕生とともに始めるべき課題であった．ところが実際はどうだったか．

後追い的でも男並みの平等には配慮してきたものの，女性に割り振ってき

た家事・育児の役割を平等にすることをどれだけ制度的に保障してきただ

ろうか．結局は女性の労働力を必要とする社会になっているにもかかわら

ず，子育ての責任は子どもを産んだ母親一人の責任とする意識と制度が変

わらないままにきたことが出生率の低下をもたらしたのである．その条件

の下で，育児を担う母親は，機能不全の社会制度と慣習の矛盾をただ一人

で背負わなければならない．その重圧に耐える悲鳴にも似た叫び声が育児

不安となって噴出している．児童庖待もまた同じ文脈から捉えるべきであ

る．

そしてこの同じ矛盾が形を変えて現れたのが，男性未婚率の上昇と考え

る．

困問題は男性の側に

’i女性に依存する男性社会
男性の未婚率を高める直接的な原因は女性の晩婚化だが，その理由が出

産・育児への不安にあるとすれば，職場と家庭双方の男性の意識と行動に

対する不安が引き金になっているのではないだろうか．夫婦で共に働き，

共に家事育児を担うことができる働き方や生活の仕方を阻む制度を誰がっ

くり，その改善をだれが止めているのであろうか．自分は日常生活の全て

を一人の女性に依存しながら，職場では家事育児のために仕事を調節する

女性を迷惑顔で見ている者がいる．

社会が専業主婦に支えられた働き方を改めることなく，男女ともに働く

状況をつくれば，男女ともに専業主婦が必要になるのは必然である．にも

かかわらず，女性の側のみに両立を求めるなら，その立場になりたい女性

が減ることも当然である．その結果，専業主婦を得ることができない甥性

が増えることもまた当然のことである．

ではなぜ独身の男性の増加が問題になるのであろうか．それは高齢社会

の課題をその男性が一人で担わなければならないからである．現代の母親

の育児不安は，老親介護にいずれ直面しなければならない男性独身者に対

84 I第4'1 社会学から見る側家銭

する未来への瞥錨といえばいいすぎか．もっとも，このように述べると，

介護者を得るために結婚するのか，と非難されるかもしれない．当然のこ

とながらそうではない．事情は未婚の女性も同じである．

長年，高齢社会は二重の意味で女性の問題とされてきた．介護の当事者

として負担が大きいことと，高齢女性の増加という現実からである．だが，

未婚者の増加はこの前提が当てはまらない家族が増加することを意味す

る．介護保険制度に言及するなら，未婚率の上昇は家族介護を基盤にした

介護保険の前提を崩し，未婚男女の介護が社会全体の負担として挑ね返っ

てくる．出生率低下や育児不安と同様に，高齢社会の問題を女性問題とす

る常融は捨てなければならない時期にきている．問題は男性にこそ大きく

現れる．

2 制度の不備はより大きい負担を女性に強いる

もっとも，ここでも制度の不備が女性の側により大きい負担を強いるこ

とを指摘しておかなければならない．男性未婚者の生活を支える仕事に関

しては，働き続けることを前提に制度は運用される．

だが女性の場合，一部の専門職やキャリアコースにいる者を除き.30 

歳半ぽになれば転職を余儀なくされる者が少なくない．キャリア形成の機

会に性差が歴然とあるからである．生涯賃金の男女差は指摘されてきたが，

一定割合の女性が未婚のまま人生を過ごすことを組み込んだ社会システム

改編に取り組んできたか，心もとないと言える．男性と同梯，老親の扶接

や介護の負担を一人で担わなければならない女性が増加するということで

もある．

増加するパラサイト（寄生）の対象は，当初は両親でも時間の経過ととも

に逆転し，負担は2倍になって跳ね返る．現状の制度のままでは，結婚と

出産を選択しない女性の未来もまた，不安と不満の生活が待っている．

E子育ての目的の転換を
これまで．現代の母親と育児の課題は性別役割分業を前提とするかぎり

解消できないことを述べてきた．問題が個々の母親の努力を超える社会シ

ステム自体にあり，その改編の遅れが性差と世代を超えて予期せぬ問題を

生みだしていることも明確になった．ではどうすればよいのか．システム

改舗が必要としても，今を生きる子どもや親には間に合わない．その意味

で，今すぐにでも行うべき課題を2点提示したい．その一つは親にとって

の子育ての目的の転換である．キーワードは自立である．

1 自立に価値をおく社会を

農業社会では農の技能と家の維持と家族の世話が構成只にセットで求め

られていた．多世代と多子が同居する家族の中で親の生き方を子に伝え，

子はその経験を自分の子に伝える一方で親の生涯を支える．そこでは親か
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らの自立の価値は低い．だが，職と住の移動を前提に，自己の意欲と才知

で人生を聞くことが基本の産業社会ではどうか．親と子は異なる人生を歩

むことを前提に育てられなければならない．親子の関係は人生の一時期に

限定され，互いに独自の人生を歩むことが求められる．代々家を受け継ぐ

ことが重視された農業社会とは逆の課題である．

親の終え方 だが実際には良き親であることが関われでも， f親の終え方jにどれほ

ど関心が払われてきたか．その典型を最近の，親と同居する子どもを「パ

ラサイトJと郷撤する論調にみることができる．先述したように晩婚化と
関わっていつまでも親と同居する男女，特に女性が問題視されるが，彼女

たちが社会に出た80年代には親と同居を採用条件にした企業が少なくな

かった．他方，結婚後も働く女性の場合，子育てに実家の母の力を借りる

ことは多い．

パラサイト関係は今に始まった現象ではない．親子の同居は農業社会で

は当然のことであった．長男は家を出てはならず，家族の世話で生家にと

どまる女性も少なくなかった．甘えや自己本位の意識で説明されがちなパ

ラサイト関係は，かつての孝行息子と娘の現代版ともいえる．あるいは

fよく育てる（育つ）Jことのみに専心し，その先にあるはずの「よく離す

（離れる）Jことを親の責任としてこなかった当然の結果ではないか．少な

くとも3歳児神話では自立を説明できない．

2 問うべきは父子関係

産業社会における自立は家の外の職の世界を内在化することなく成し遂

げることはできない．わが子の自立を真剣に考えるなら，母子関係を過剰

に重視する3歳児神話ではなく，父の不在こそ問題なのである．妻が家の

内に生きる専業主婦ならば，共働きの夫婦以上に，家の外の職に就く夫は，

仕事を制限しでも直接わが子に関わる必要がある．だが戦後家族の現実は

逆であった．良かれと思ったことが時と場所を違えば悪くなることは世の

常とはいえ，子どものためと信じて自らの人生を創造してきた人達にとっ

ては認めがたい評価かもしれない．だが3歳児神話にしばられた専業主婦

の母親のみによる子育てが，子どもの未来をどれほど奪うかは，上述した

少子化の進行過程で明瞭になったといえる．その結果，今子育てに関わる

男女がいかに困難な状況下にあるかも述べた．問うべきは母子ではなく父

と子の関係である．さらにより重要なのは家族の外の人，施設，制度，慣

習などとの関係である．

子どもの自立は親のみでl注目 自立は孤立ではない．他者との関係があって初めて自ら立つ位置を知る

任を負いきれない ことができる．その意味で父親の育児参加は必要条件ではあるが，子育て

の現状をよりよい方向に導くには十分とはいえない．子どもの自立の場が

家の外にある以上，自立への責任は親のみでは担い切れない．社会全体の

子どもの位置づけの転換が1l、要となる．これが二つ目の課題である．

aa I釧窃社会学から見る醐窓銭

園「家の子Jか5「私の子Jへそして
E「社会の子jに

1 少子化も高齢化も社会全体で担おう

かつて子どもは「家の子Jであった．それが聞家の子に拡大され悲劇の淵
源となったことがある．これを反省し， f私の子jとすることから戦後が始

まった．それを具体化したのが少産世代を育んだ戦後家族であり，団塊の

世代が作ったニューファミリーである．だが今その家族が内側から解体し

つつある．子どもを産んだ女性一人に育児負担を強いたことから，子ども

にとっては自立に必要な知識，技能，態度の獲得を凹まれたと認識される

ようになった．改めて子どもを社会全体の中に位置づけ直す必要がある．

その方向が「社会の子」である．

このように表現するとかつての悪夢を想起する人もいるだろう．だが改

めて考えてほしい．高齢化の進行予測が未来社会への警鐘なら，子どもの

増減も社会全体の責任として受け止めるべきではないかと筆者は考える．

加えて，現実の社会制度のうえで，世代問扶養の年金制度を筆頭にこの国

を構成する人たちの利害は相互に結び合う．だからこそ2002年度から始

まった小・中・高の「総合的な学習Jで介護ボランティアの学習が求めら
れるようになった．高齢者介護が社会全体の諜題であるなら，子育ての貨

任もまた社会全体が担う仕組みにすべきである．

財政を含め負担の方法はさまざまに考えられる．税（公助）を中心にする

か，個人負担（自助）の割合をどうするか．いたらない部分を互いに支えあ

う（共助）か，政府や自治体が推進する保育聞の増設は「公助jの典型だが，

子どもを通わせる親の負担は「自助jとなる．

「共助Jの典型は各地で展開される子育て支援活動であり，より専門化さ
れたNPO（非営利組織）も共助の理念の組織化である．これらはすべて f社

会の子Jにつながる活動であり施策だが，その目的が母親の子育て支援に
とどまるなら問題の解決は速い．まして必要悪のように考え，母親の育児

能力低下を非難し，近年の子どもたちの逸脱行動の責任を女性の就業に求

める視点が背後にあれば，明確に否定されなければならない．女性の就業

がとかく否定的にとらえられがちだが，もし：本当に女性が一斉に育児のた

めに職場を放棄したら，日本の社会は文字どおり機能不全に陥る．

2 過去の母親像を美化してはな5ない

もう一つ指摘したいのは，母の愛や3歳児干111話を強制する人たちにみら

れる過去の母親を美化する論調の誤りについてである．専業主婦の成立自

体が農業社会から工業社会に転換する時期に生まれた女性の一つのあり方

に過ぎないことと．その専業主婦に育てられた世代こそ現代とかく非難さ

れがちな育児力が低下した親という矛盾についてである．この問題で日本

より先を進む国が示している事実は．女性の就業率と出生率がパラレルに

4 少子社会の家族と子育ての条件 I87 



上昇・しているということである．いわゆるM！？型やキリン型と総：林され

る日本の女性の就業情逃を台形に変えない｜浪り，出生率の上対・1ま望めな

＂、
女性の絞業率は，子育ての』主任を社会全体が共有できる度合いのバロメ

ーターでもある．丸体的な下段は．育児休暇の有償 ・｛広大や保育施設の量

的完備と貨の向上. ~~蛍下吋のM:-Jcや医療資 教育'ffの無料｛ヒ，税・保

険 ・ 年金の個人化など． その同の’JTWに応じてさまざまだが， チflての•＇t

任を社会全体がtr！うことを1VH!tとしたイ上創lみであることは共通している

3 事態は急を要している

これらの実現には身近な人1:11限Hf：をスタートに閣の法と制度にまで及ぶ

改市が必要である それだけにH'l~ltをf＇ドうが，事態は台、を要している ． 人

口の二つ日のiJJであるDP鬼ジュニアが30 h~に途しているからである こ

の世代が出産可能な11.¥1111はi拠られている．もし，この世代が先Illと同級の

i症をふ・めば人口の将喰予測は再び下方修IEを余儀なくされる．その先に何

が｛きっているかはこれまで述べてきたことから:f!l.像できょう．すでにその

兆しが見えていることを,f>:f,'(の第2節で見た人口動態から判断せざるを得

ない．

少産llt代への対処のiJ:Jjが．現在と米采の日本社会改編の成否にかかわ

ることを最後に強凋しておきたい．
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改訂の趣旨

41怯しがき

教育・援助活動ができる能力を養う．

(3）安心して子どもを生み育てるために，個人および社会に対して必

要な地域の社会資源の活用や調整を行える能力を養う．

以上を達成するために，カリキュラムが示されているが，今回の改正

の基本的方向は，教育の弾力化である．

従来のように，カリキュラムを科目名で示すのではなく，各養成所の

教育理念に基づき科目設定の自由度を持たせるように，「基礎助産学J
f助産診断・技術学J「地域母子保健Jr助産管理Jの領域の教育内容で示さ
れている．

したがって，本講座各巻のタイトルは，必ずしも各養成所のカリキユ

ラム上の教科名と一致するとは限らないが，「助産学概論J「生殖の形
態・機能J「母性の心理・社会学J「乳幼児の成長発達・新生児の管理jは，
基礎助産学の内容を，「助産診断・技術学IJ「助産診断・技術学EJは，
助産診断・技術学の内容を含むものとご理解いただきたい．

各巻ともに，その領域の第一人者に執筆をお願いし，助産学を看護学

モデルの中に位置づける考え方で編集した．

本講座の目的は，助産師養成の基礎教育のテキストとして使っていた

だくことであるが，助産師活動や助産師教育に関心のある方々の参考書

としてご活用いただければ幸いである．本書を使用された助産師学生が，

より一層の自己啓発を重ねられ，国民の期待に応える助産師に成長され

ることに，編者らは夢を託している．

今回，上記の趣旨をふまえこれまでに本書の読者の方々から寄せられ

たご意見も参考にして改訂作業に取り組んだ．ここ数年の助産と母子・

家族・女性を取り巻く状況の変化を反映した内容にすべく，母性および

父性・家族の新しい概念を盛り込み，現代の社会に生きる人々に適切な

ケアができるよう内容の充実を図った．

今後ともに読者諸姉の忌悔のないご意見を賜り，本書を育てていきた

いと考えているので，暖かく見守っていただきたい．

本講座は， 1991年4月発行の我妻発・前原澄子編集による助産学講

座を改訂したものである．ここに改めて初版の編著者各位に深甚の謝意

を表したい．

本書の刊行がわが国の母子とその家族の幸せになることを祈念し，発

刊の挨拶としたい．

2004年1月

編者ら

国返｜
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